
様式第二号の八 （第八条の四の五関係）

（第１面）

　　　　　　　　　　　　　　

産業廃棄物処理計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令 和７年

　

５月

　

２８日

群馬県知事

　　

あて

　　　　　　　　　　　　　　

提 出 者

　　

〒

　

３７０‐０１０５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住

　

所 群馬県伊勢崎市境．伊与久

　

１９１３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏

　

名

　

コ

　

ヒインダストリーズ ㈱ 群 馬 工 場

　　　　　　　　　　　　　　　

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 工場長

　

大河原 輝喜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電 話 番 号 ０２７０‐７６‐３２４１

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第９項の規定に基づき、 産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事

　

業

　

場

　

の

　

名

　

称 ㈱コーセー群馬工場／コーセーインダストリーズ㈱群馬工場

事 業 場 の 所 在 地 群馬県伊勢崎市境伊与久

　

１９１３

計

　　

画

　　

期

　　

間 令和７年４月１日

　

～

　

令和８年３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　

①事 業 の 種 類

　　

頭髪用化粧品製造業／仕上用・皮膚用化粧品製造業 （香水， オーデコ

　　　　　　　　　　

ロンを含む）／プラスチック製容器製造業 （部門）

　

②事 業 の 規 模

　　　

（令和６年度実績） 生産数量；９，３８３（千打）

　

③従

　

業

　

員

　

数

　　　　

１００９名 （令和７年４月末現在）

　　　　　　　　　　　　　

→

　　

接水処理汚泥

　　

Ｈ「「灘 「Ｈ「頭禾「Ｈ国璽壷回←
－ｉ －

　

－

④藤廃．“ －，
薯 際 残湾・繊浄水 幅 許し一 蹴閣

　　

茎 蓬 韮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

髭 。遥

　　　

託

の処理の工程

　

一 原材料包材空容器等

糟

　　

嚢 鎚

①事 業 の 種 類
頭髪用化粧品製造業／仕上用・皮膚用化粧品製造業 （香水， オーデコ
ロンを含む）／プラスチック製容器製造業 （部門）

②事 業 の 規 模 （令和６年度実績） 生産数量；９，３８３（千打）

③従

　

業

　

員

　

数 １００９名 （令和７年４月末現在）

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

　

→

　　

接水処理汚泥

　　

Ｈ「「灘「Ｈ「頭禾「Ｈ国璽壷回←－

華 際 残湾，繊浄水 幅 許し・ 蹴燦１

　　

案程

一 醐 。．鰯“ 峠警キ
ー‐

　　　

璽

憲

　

嚢

委
雰

　

委
雰

。遥

　　　

託
一

　

原材料包材・空
金属くず

（日本工業規格

　

Ａ列４番）



（第２面）－１

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

　　

（管理体制図）

－ゴーｒ需一小暑鱒憲二 鞭

　　

．・一
品蔓盟課ｒ‘

獅 査．分析 ←雛

（管理体制図）

－ゴーｒ需一小暑鱒憲二 鞭

　

．・一
品蔓盟課ｒ‘

獅 査．分析 ←雛

　

１

　　　　　　　　

日

　　　　　　　

←

　　

当

　　　　　　　　　　　

マテリアル事業室

　　　　　　　　

製函・プラスチック容器

ｌ

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　　　　　　　　　　　

【前年度 （令和６年度） 実績｝

　　　　　　　　　　　

産業廃棄物の種類

　

汚泥

　　　　　　　　　　

廃油

　　　　　　　　　　　

排

　　　

出

　　　

量

　　　　　　

３，２７９．１５

　

ｔ

　　　　　　　

２５１．５９

　

ｔ

　　　　　　　　　　　

（これまでに実施した取組）

　

①現状

　　　　　　　

・排水処理汚泥の脱水、 乾燥による減量化。

　　　　　　　　　　

・輸入資材の専用パレット化による、 木パレット（木屑） 削減。

　　　　　　　　　　

・排水処理汚泥蒸気乾燥機の追加導入。

　　　　　　　　　　　

・廃油 （濃厚洗浄水） の蒸気乾燥機を導入、 減量化。

　　　　　　　　　　

・取り出し容器のコンボライフ化により洗浄排水を減量

　　　　　　　　　　

【目 標】

　　　　　　　　　　　

産業廃棄物の種類

　

汚泥

　　　　　　　　　　

廃油

　　　　　　　　　　　

排

　　　

出

　　　

量

　　　　　　

３，２４６．３６

　

ｔ

　　　　　　　

２４９，０７

　

ｔ

　　　　　　　　　　　

（今後実施する予定の取組） （従来方策の継続）

　

②計画

　　　　　　　

・排水処理汚泥の脱水・乾燥による減量化。

　　　　　　　　　　　

・排水処理汚泥の発生減量方法の検討 （薬剤変更等検討）

①現状

【前年度（令和６年度）実績｝

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

排

　　　

出

　　　

量 ３，２７９．１５

　

ｔ ２５１．５９

　

ｔ

（これまでに実施した取組）
・排水処理汚泥の脱水、 乾燥による減量化。
・輸入資材の専用パレット化による、 木パレット（木屑） 削減。
・排水処理汚泥蒸気乾燥機の追加導入。
・廃油 （濃厚洗浄水） の蒸気乾燥機を導入、減量化。
・取り出し容器のコンボライフ化により洗浄排水を減量

②計画

【目標１

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

排

　　　

出

　　　

量 ３，２４６．３６

　

ｔ ２４９，０７

　

ｔ

（今後実施する予定の取組） （従来方策の継続）
・排水処理汚泥の脱水・乾燥による減量化。
・排水処理汚泥の発生減量方法の検討 （薬剤変更等検討）

産業廃棄物の分別に関する事項

　　　　　　　　　　　

（分別 している差二 ・二二曽 蛋紙及び分別に関する酌まｑ）

　

①現状

　　　　　　　

・廃プラ；素材再生、 固形燃料化、 焼却 （熱利用） 向けに分別。

　　　　　　　　　　　

（今後分８ｉづる予定の産業篇不薗の裡類及び分別に関する取組）

　

②計画

　　　　　　　

・廃プラ；従来通り分別継続する。

①現状
・廃プラ；素材再生、 固形燃料化、焼却 （熱利用） 向けに分別。

②計画

（今後分８ｉづる予定の産業篇不薗の裡類及び分別に関する取組）
・廃プラ；従来通り分別継続する。



（第２面）－２

廃プラスチック類 金属くず 木くず ガラスくず・コンクリート
くず及び駒ｒ＃叩くず

４２９．８

　

ｔ ３７．７０

　

ｔ ４．０６

　

ｔ ３．０６

　

ｔ

廃プラスチック類 金属くず 木くず ガラスくず・コンクリート
くず及び特ｒ汁叩くず

４２５．５０

　

ｔ ３７．３２

　

ｔ ４．０２

　

ｔ ３，０３

　

ｔ



（第２面）－３

廃アルカリ

０．０６

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

廃アルカリ

０．０６

　

ｔ ｔ ｔ ｔ



（第３面）－１

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

二一瞥ニテー，

　　　

【目標１

　　　　

＼＼

＼＼

　　　　　　　　　　　

産業廃棄物の種類

餅．

　

ギ織驚嬢 蜘

　

＼
＼

　　

ｔ

①現状

【前年度 （

　　　　

年度） 実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ ｔ

これまでに実施した取組）

②計画

【目標１

　　　　

＼＼

産業廃棄物の種類 ＼
自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量 ＼ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　　　　　　　　　

【前年度 （令和６年度） 実績】

　　　　　　　　　　　

産業廃棄物の種類

　

汚泥

　　　　　　　　　　

廃油

　　　　　　　　　　　

自 ら熱回収 を行った

　　　　　　　　　　　

ｏ

　

ｔ

　　　　　　　　　　　

ｏ

　

ｔ

　　　　　　　

産 業 廃 棄 物 の 量

　

①現状

　　　　

畠を連盟葉麗長湯墓 ３１１５．１９ ｔ

　　　　

３２・７１ ｔ

　　　　　　　　　　　

（これまでに実施 した取組）

　　　　　　　　　　

・排水処理汚泥の脱水、 乾燥による減量化。

　　　　　　　　　　　

・排水処理汚泥蒸気乾燥機の増設

　　　　　　　　　　

・取り出し容器のコンボライフ化により洗浄排水を減量

　　　　　　　　　

【目標】

　　　　　　　　　　

産業廃棄物の種類

　

汚泥

　　　　　　　　　　

廃油

　　　　　　　　　　　

自ら熱回収を行った

　　　　　　　　　　　

ｏ

　

ｔ

　　　　　　　　　　　

ｏ

　

ｔ

　　　　　　　

産 業 廃 棄 物 の 量

　

②計画

　　　　

量覇塵爆 鋪 鱈

　　　

３，ｏ８４，ｏ４ ｔ

　　　　

３２．３８ ｔ

　　　　　　　　　　　

（今後実施する予定の取組）

　　　　　　　　　　

・排水処理汚泥の脱水、 乾燥による減量化。

　　　　　　　　　　

・排水処理汚泥の発生減量方法の検討 （薬剤変更等検討）

①現状

【前年度（令和６年度）実績】

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

３１１５．１９

　

ｔ ３２．７１

　

ｔ

（これまでに実施した取組）
・排水処理汚泥の脱水、 乾燥による減量化。
・排水処理汚泥蒸気乾燥機の増設
・取り出し容器のコンボライフ化により洗浄排水を減量

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

３，０８４，０４

　

ｔ ３２．３８

　

ｔ

（今後実施する予定の取組）
・排水処理汚泥の脱水、 乾燥による減量化。
・排水処理汚泥の発生減量方法の検討（薬剤変更等検討）



（第４面）－１

首Ｍテう産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

二 墓園幸二デ
ー
， ，

　　　

旧標】

　　　　

＼

＼

　　　　　　　　　　　

産業廃棄物の種類

飽

　

剥離霧驚喜，． ＼

　　

ｔ

①現状

【前年度 （

　　　　　

年度） 実績】

産業廃棄物の種類

　

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

ミれまでに実施しに取組）

②計画

【目標】

　　　　

＼

産業廃棄物の種類 ＼

　

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　　　　　　　　　

【前年度 （令和６年度） 実績】

　　　　　　　　　　　

産業廃棄物の種類

　

汚泥

　　　　　　　　　

廃油

　　　　　　　　　　　

全 処 理 委 託 量

　　　　　　　

１４１．８２

　

ｔ

　　　　　　　

２５１．５９

　

ｔ

　　　　　　　　　　　　

優良認定処理業者

　　　　　　　　　

８．５

　

ｔ

　　　　　　　

１３１．２７４

　

ｔ

　　　　　　　　　　　　　

への処理委託 量

　　　　　　　　　　　　

再生利用 業者 への

　　　　　　　

Ｉ４Ｉ．８２ ｔ

　　　　　　　　　　

ｏ

　

ｔ

　　　　　　　　　

処 理 委

　

託 量

　

①現状

　　　　　

鱒 駕 雛墓 ｏ ｔ

　　　　　

ｏ ｔ

　　　　　　　　　　　　　　

認定熱回収業者以外

　　　　　　　　　　　　　　

の熱回収 を行う業者

　　　　　　　　　　　　

ｏ

　

ｔ

　　　　　　　　　

２４３，ｌｏ

　

ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　

への処理委託量

　　　　　　　　　　　

（これまでに実施 し７こ取組）

①現状

【前年度（令和６年度）実績１

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

全処理委託量

　

優良認定処理業者

　

への処理委託量

　

再生利用業者への

　

処 理 委

　

託 量

　

認定熱回収業者

　

への処理委託量

　

認定熱回収業者以外

　

の熱回収を行う業者

　　

への処理委託量

１４１．８２

　

ｔ ２５１．５９

　

ｔ

優良認定処理業者
への処理委託量

８．５

　

ｔ １３１．２７４

　

ｔ

再生利用業者への
処 理 委

　

託 量 １４１．８２

　　

ｔ ｏ

　

ｔ

認定熱回収業者
への処理委託量 ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

ｏ

　

ｔ ２４３，ｌｏ

　

ｔ

（これまでに実施し７こ取組）



（第４面）－２

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

廃プラスチック類 金属くず 木くず ガラスくず・コンクリートく
ず及び陶磁器くず

４２９．８

　

ｔ ３７．７０

　

ｔ ４．０６

　

ｔ ３．０６

　

ｔ

１０７．４５

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

１７６．２１８

　

ｔ ３３．７

　

ｔ ４，０６

　

ｔ ３．０６

　

ｔ

ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

２４９．２８４

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ



（第４面）－３

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

廃アルカリ

０．０６

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｏ

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｏ

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

０，０６

　

ｔ ｔ ｔ ｔ



（第５面）－１

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

全処理委託量

　

優良認定処理業者

　

への処理委託量

　

再生利用業者への

　

処 理 委

　

託 量

　

認定熱回収業者

　

への処理委託量

　

認定熱回収業者以外

　

の熱回収を行う業者

　　

への処理委託量

１４０．４０

　

ｔ ２４９．０７

　

ｔ

優良認定処理業者
への処理委託量 １４０．４

　

ｔ １２９．９６１２６

　

ｔ

再生利用業者への
処 理 委

　

託 量 １４０，４０

　

ｔ ｏ

　

ｔ

認定熱回収業者
への処理委託量 ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

ｏ

　

ｔ ２４０．６７

　

ｔ

　

（今後実施する予定の取組） （従来方策の継続）
・排水処理汚泥の脱水・乾燥による減量化。
・排水処理汚泥の発生減量方法の検討（薬剤変更等検討）
・廃油 （濃厚洗浄液） の蒸気乾燥による減量化。

※事務処理欄



（第５面）－２

廃プラスチック類 金属くず 木くず ガラスくず・コンクリート〈

４２５．５０

　

ｔ ３７．３２

　

ｔ ４．０２

　

ｔ ３．０３

　

ｔ

１０６．３８

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

１７４．４６

　

ｔ ３７，３２

　

ｔ ４，０２

　

ｔ ３．０３

　

ｔ

ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ

２４６．７９

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ ｏ

　

ｔ



（第５面）－３

廃アルカリ

０．０６

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｏ

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｏ

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｏ

　

ｔ ｔ ｔ ｔ

０．０６

　

ｔ ｔ ｔ ｔ



（第６面）

考

１

　

前年度の産業廃棄物の発生量が１，０００トン以上の事業場ご熱こ１枚作成すること。
２

　

当該年度の６月３０日までに提出すること。
３

　

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

　

（１）①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

　

（２）②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

　

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

　

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

　

（３）④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

　

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。
４

　

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

　

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

　

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。
５

　

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

　

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

　

令第６条の１１第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

　

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１５条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

　

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

　

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
６

　

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に明り紙のと

　

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

　

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に明り紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

　

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

　

「－」を記入すること。
７

　

※欄は記入しないこと。


